
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

コロナ禍における初年次図書館演習の工夫 

佐藤菊代、古谷野ありさ、川崎かおる（岩手医科大学附属図書館） 

岩手医科大学附属図書館では、全学部（医・歯・薬・看護学部）新入生が履修する「多職種
連携のためのアカデミックリテラシー」の一講義として、資料の探し方を指導する図書館演習
を実施している。図書館内での資料探索演習を実施していた従来の方法では、館内での密集・
密着・資料の共有が発生し新型コロナウイルス感染症の感染リスクが高まる。館内演習に代わ
る座学型の講義方法を検討した。 

 

館内演習 2 問 
(A)所蔵情報を見て書架から図書を探す 
(B)テーマ（疾患名）について詳しく書いてある図書を探す 

  例年の傾向 
学生は、キーワードが思いつかな
い、良さそうな検索結果が出ないと
なかなか先に進めない 
 

課題 
出題テーマが 1 人ずつ異なるため難
易度の差が生じる 
 

館員から学生へ個別指導する方法の
統一化が困難 

従来型 

代替手段として・・・ 

動画・写真を用いて実際の手順を 
イメージしやすくする（書架表示、
請求記号順の並び、ラベルの見方） 

 
★動画の上映では誰もが同じ内容を一通り疑似体験することが可能 
★従来の方法には無かった「やってみせる」が実現 

POINT 
座学型へ変更 



基本編 
ヒントとなるキーワードを基に、出
題されたテーマがどの分類に含まれ
ているか考えてみる 
 
 
 
 
 
 
 

 

応用編 
特定のテーマに関連するキーワード
と、どの分類に含まれるか考える 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座学演習 2 問 
①出題されたテーマ（疾患名）が NLMC 分類表のどこに該当するか考える 
②実際に OPAC で図書を検索する 

座学型 

  OPAC でキーワード検索⇒書架⇒図書を手にするまでの手順を動画で見せる 
 

辞書を
使う 

関連語を思い浮
かべてみる 

 
★NLMC 分類表を用いた探し方、動画での説明はシンプルで理解しやすく、対象を限定 
しないため、利用者全般への利用指導としても活用できる 
★（館員の意識）動画作成へのハードルが下がった 

POINT 


